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(57)【要約】
【解決手段】
　多数の顔面皮膚関連の状態に応じた光線療法治療を提
供するためのウェアラブルハンズフリー装置であって、
ユーザの顔に対して間隔を置いて対向する関係で位置決
めが調整可能な発光フェイスマスクを旋回可能に支持す
るための、サイズを調節可能なヘッドバンドを含んでい
る。前記フェイスマスクは、発光ダイオード（ＬＥＤ）
、レーザーダイオード、又は１つ又は複数の皮膚状態の
治療と相関する特定の波長範囲内の光を放射する赤外光
などの光発生源のアレイを取り付けた、発光プレートを
含んでいる。前記フェイスマスクは両側に通気口がある
。好ましい実施形態では、前記フェイスマスクは、前記
ヘッドバンドの前面にある旋回するダブテールヒンジ部
材に取り外し可能に固定され、特定の皮膚治療のために
異なるフェイスマスクを選択的に交換でき、かつ、前記
フェイスマスクは、前記フェイスプレートを前記ユーザ
の顔面に向かってあるいは顔面から離れるように旋回移
動させることにより、前記光発生源のアレイと前記ユー
ザの顔面皮膚との間の距離を調整できるように構成され
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの頭の周り、特に、ユーザの額、ユーザの頭の側面、及びユーザの頭の後ろ側に
またがって装着されるように構成されたヘッドバンドと、
　赤色光、青色光、黄色光、琥珀色光及び緑色光のうちの１つ又は複数に対応する少なく
とも１つの波長範囲内の光を放射するための、間隔をおいて配列された光発生源のアレイ
を含んでいる少なくとも１つのフェイスプレートと、
　少なくとも１つの前記フェイスプレートを前記ヘッドバンドに取り外し可能に支持する
少なくとも１つの装着部材とを備えており、
　少なくとも１つの前記装着部材は、前記ヘッドバンドが前記ユーザの頭に装着されたと
きに、前記光発生源の光を前記ユーザの顔の皮膚に向けるように構成されており、
　少なくとも１つの前記装着部材は、前記ユーザの顔に対する前記フェイスプレートの調
整された位置決めが可能であり、それによって、前記光発生源のアレイと前記ユーザの顔
面皮膚との間の距離を調整できるように構成されていることを特徴とする光線治療装置。
【請求項２】
　前記ヘッドバンドは、そのサイズを調整可能であることを特徴とする請求項１に記載の
光線治療装置。
【請求項３】
　前記ヘッドバンドは、正面部分と、後部分と、前記正面部分と前記後部分との間に延び
てこれらを接続する左右のストラップ部材とを含んでいることを特徴とする請求項２に記
載の光線治療装置。
【請求項４】
　前記後部分は、該後部分に対して前記左右のストラップ部材を移動させて前記ヘッドバ
ンドの頭蓋周囲を選択的に拡大又は縮小するための調整部を含んでいることを特徴とする
請求項３に記載の光線治療装置。
【請求項５】
　少なくとも１つの前記装着部材は、前記フェイスプレートを、前記ユーザの顔面に向か
って及びそれから離れるように、調整可能に構成されていることを特徴とする請求項１に
記載の光線治療装置。
【請求項６】
　少なくとも１つの前記装着部材は、前記ヘッドバンドに旋回可能に取り付けられ、前記
ヘッドバンドに対して旋回移動するダブテールヒンジ部材を含んでおり、
　前記ダブテールヒンジ部材は、少なくとも１つの前記フェイスプレートと取り外し可能
に係合するように構成されていることを特徴とする請求項５に記載の光線治療装置。
【請求項７】
　前記ダブテールヒンジ部材は、少なくとも１つの前記フェイスプレートのダブテールス
ロット内で、正確に合致した状態で装着・支持するためのダブテール取付構造を含んでい
ることを特徴とする請求項６に記載の光線治療装置。
【請求項８】
　前記ダブテール取付構造及び前記フェイスプレートは、前記フェイスプレートを前記ダ
ブテール取付構造に磁気的に結合するための1組の磁石を有することを特徴とする請求項
７に記載の光線治療装置。
【請求項９】
　請求項１に記載の光線治療装置において、さらに
　前記赤色光、青色光、黄色光、琥珀色光、及び緑色光のうちの１つ又は複数に対応する
少なくとも１つの波長範囲内の前記光を放射するために、間隔をあけて配置された前記光
発生源のアレイをそれぞれ含んでいる複数の前記フェイスプレートを備えており、
　前記複数のフェイスプレートの前記各光発生源は、異なる波長範囲内の光を放射するよ
うに構成されていることを特徴とする光線治療装置。
【請求項１０】
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　少なくとも１つの前記フェイスプレートは、該少なくとも１つのフェイスプレートと前
記ユーザの顔面との間の換気を可能にするための、少なくとも１つの通気口を含んでいる
ことを特徴とする請求項１に記載の光線治療装置。
【請求項１１】
　ユーザの頭の周りにフィットするように構成されたヘッドバンドと、
　赤色光、青色光、黄色光、琥珀色光及び緑色光のうちの１つ又は複数に対応する少なく
とも１つの波長範囲内の光を放射するための、間隔をおいて配列された光発生源のアレイ
を含んでいる、少なくとも１つのフェイスプレートと、
　少なくとも１つの前記フェイスプレートを前記ヘッドバンドに取り外し可能に支持する
少なくとも１つの装着部材とを備えており、
　少なくとも１つの前記装着部材は、前記ヘッドバンドが前記ユーザの頭に装着されたと
きに、前記光発生源の光を前記ユーザの顔の皮膚に向けるように構成されており、
　少なくとも１つの前記装着部材は、前記フェイスプレートを前記ユーザの顔面に向かっ
て及び前記ユーザの顔面から離れるように旋回移動させることにより、前記光発生源のア
レイと前記ユーザの顔面皮膚との間の距離を調整できるように構成されていることを特徴
とする光線治療装置。
【請求項１２】
　前記ヘッドバンドは、そのサイズを調整可能であることを特徴とする請求項１１記載の
光線治療装置。
【請求項１３】
　前記ヘッドバンドは、正面部分と後部分と、前記正面部分と前記後部分との間に延びて
これらを接続する左右のストラップ部材とを含んでいることを特徴とする請求項１２記載
の光線治療装置。
【請求項１４】
　前記後部分は、該後部分に対して前記左右のストラップ部材を移動させて前記ヘッドバ
ンドの頭蓋周囲を選択的に拡大又は縮小するための調整部を含んでいることを特徴とする
請求項１３記載の光線治療装置。
【請求項１５】
　少なくとも１つの前記装着部材は、前記ヘッドバンドに旋回可能に取り付けられ、前記
ヘッドバンドに対して旋回移動するダブテールヒンジ部材を含み、
　前記ダブテールヒンジ部材は、前記ヘッドバンドの少なくとも１つの前記フェイスプレ
ートに取り外し可能に係合し、少なくとも１つの前記フェイスプレートを前記ヘッドバン
ドに取り外し可能に保持するように構成されていることを特徴とする請求項１１記載の光
線治療装置。
【請求項１６】
　前記ダブテールヒンジ部材は、少なくとも１つの前記フェイスプレートのダブテールス
ロット内で、正確に合致した状態で装着・支持するためのダブテール取付構造を含むこと
を特徴とする請求項１５に記載の光線治療装置。
【請求項１７】
　前記ダブテール取付構造及び前記フェイスプレートは、前記フェイスプレートを前記ダ
ブテール取付構造に磁気的に結合するための1組の磁石を有することを特徴とする請求項
１６に記載の光線治療装置。
【請求項１８】
　請求項１１に記載の光線治療装置において、さらに、
　前記赤色光、青色光、黄色光、琥珀色光、及び緑色光のうちの１つ又は複数に対応する
少なくとも１つの波長範囲内の前記光を放射するための、間隔をあけて配置された前記光
発生源のアレイをそれぞれ含んでいる複数の前記フェイスプレートを備え、
　前記複数のフェイスプレートの前記各光発生源は、異なる波長範囲内の光を放射するよ
うに構成されていることを特徴とする光線治療装置
【請求項１９】
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　少なくとも１つの前記フェイスプレートは、該少なくとも１つのフェイスプレートと前
記ユーザの顔面との間の換気を可能にするための、少なくとも１つの通気口を含んでいる
ことを特徴とする請求項１１に記載の光線治療装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、様々な皮膚条件の治療のための光線療法に係り、特に、様々な症状を治療す
るために、均一に分布した様々な有益な波長の光を、ユーザの顔の皮膚に提供するため、
交換可能な発光フェイスマスクを備えたハンズフリーの光線治療装置に関するものである
。
【背景技術】
【０００２】
　人々は、しばしば、脱毛や、ニキビ、そばかす、及び皮膚のしわ、乾癬及び非黒色腫皮
膚癌などの様々な異なる頭皮及び皮膚関連の状況に直面する。それに応じて、典型的には
、特定の髪の毛、頭皮、又は皮膚に関連する各々の状態を対象とした、一連の治療製品が
、過去７５年間にわたって開発され、公衆に利用可能に提供されている。
　これらの製品の多くは、面倒な塗布プロセスを必要とする、局所用溶液の形をとってい
る。
【０００３】
　何年にもわたって科学者たちは、皮膚に対する様々な波長の光に有益な効果があること
、そしてその光の吸収が細胞変化の鍵であると判断してきた。光線療法は、皮膚の光受容
体によって吸収される光子を放出する。有毛細胞や皮膚細胞は、それらの細胞が皮膚表面
の真下に存在し、低レベルのエネルギーを受容体部位に到達させると光化学が誘起される
という事実により、低レベルの光を含む光線療法によく反応する。
【０００４】
　光線療法は、病気を治療し、かつ、髪、頭皮、肌、特に顔の肌の美容効果を高めるため
に、処方された時間の間、レーザー、発光ダイオード（ＬＥＤ’ｓ、個別とアレイの両方
）、ＩＰＬ’ｓ（強いパルス光）、その他の光源を使用して特定の波長の光を照射するも
のである。
　ますます多くの波長の光が細胞の様々な部分を標的にできることが確認されるにつれて
、医学及び美容サービスにおける光線療法の使用は急速に進化し、細胞の力を刺激するこ
とにより体を癒して元気を回復させ身体能力を高めることがなされている。
　光線療法は、現在、光スペクトルの様々な色（すなわち、波長）によって示される波長
によって、にきび、しわ、日光及び加齢スポット、酒さ、湿疹、脱毛及び創傷治癒を治療
するために使用されている。様々な波長を利用することによって、スペクトル上で比較的
近い色は、身体上の様々な部分に適用された時、異なる効果を引き起こす可能性がある。
【０００５】
　赤色光と赤外光は、コラーゲンの生成を増加させ、発赤、拡張した毛細血管及び皮膚へ
の損傷、並びに、しわ及び小じわを減少させるために使用されてきた。青色光は、ニキビ
を軽減することが臨床的に示されており、赤色光と組み合わせるとニキビを解消し、ニキ
ビ治療に伴うことが多い瘢痕化を軽減する。黄色光と琥珀色光は、細い線やしわ、酒さを
減らすことが臨床的に証明されており、日焼けした肌を修復するのに役立つ。緑色光は、
顔の斑点やシミを減らし、そばかすを軽減し、肌の明るさを明るくし、肌の全体的な輝き
を増進させるのに役立つ。
【０００６】
　皮膚及び毛髪の両方を治療するために、現在、家庭で利用可能な多くの光線療法装置が
ある。これらの大部分は、手持ち式の装置であり、光源のサイズと数の双方が異なる（す
なわち、レーザーダイオード、ＬＥＤ、又は赤外線ダイオード）。これらの装置は、ユー
ザが手動で、髪の毛又は顔の周りを動かすので、髪の毛や顔の全表面領域を光源にさらす
ためには、一定の動きを必要とする。
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　平均的なユーザは、手で動かしてもこれらの表面の全体をカバーすることができず、特
定の領域を未処理のままにするので、不均一な治療プロトコルをもたらすことになる。
さらに、扱いやすいサイズ（手にフィットする必要がある）が必要なため、これらの装置
は多くの場合、パワー不足になる。
　ユーザに携帯可能に装着され、ハンズフリーモードで動作するようにされた、幾つかの
光線療法装置も開発されてきた。
【０００７】
　例えば、特許文献１には、野球用ヘルメットに似たヘッドユニット内に、ＬＥＤを収容
するシステムが開示されている。特許文献１の装置は、脱毛を減らすのに使用され、また
、さまざまな皮膚疾患の治療上の癒しのために使用されている。この特許文献１の装置の
１つの欠点は、所望の波長に変えるために、異なるＬＥＤをスナップ留め又はねじ込まな
ければならないという、煩わしい作業が必要なことである。
【０００８】
　特許文献２には、クラムシェル構造、ペン型、フェイシャルマスク型、又は電気スタン
ド型のデザインを含むことができ、かつ、多色ＬＥＤを含む、皮膚治療光線療法装置が開
示されている。この装置は、ユーザの頭の下の顔面や他の皮膚部分における、種々の皮膚
肌の状態を治療する。制御システムによって、治療される皮膚の状態に応じて、皮膚治療
のための波長、強度レベル、及び時間間隔が変えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】米国特許出願　公開２００９／００１２５８６Ａ１
【特許文献２】特表２００８－５０８９８５Ａ（対応米国特許出願公開２００６／００３
０９０８Ａ１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　関連技術分野における従来の様々な光線療法装置は、様々な光波長が必要な様々な皮膚
状態の治療を可能にするために、異なる発光プレート部材をハンズフリーのヘッドギアに
迅速かつ簡便に交換することができない。さらに、従来技術の光線療法装置は、発光フェ
イスプレートをユーザの顔の皮膚に対して、近づける又は遠ざけるのを、容易に旋回調整
することはできない。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、多種の顔面皮膚の状態に応じた光線療法治療を提供するための、ウェアラブ
ルハンズフリー装置に関する。この光線療法装置は、フェイスマスクをユーザの顔に対し
て間隔を置いて対向する関係で旋回可能に支持するための、サイズを調節可能なヘッドバ
ンドを含んでいる。このフェイスマスクは、一般的な人間の顔の形状にほぼ一致するよう
に形成された、外側シェル、内側反射シェル、及び、前記外側シェルと前記内側反射シェ
ルとの間に挟まれた電気回路板を含んでいる。前記回路板は、発光ダイオード（ＬＥＤ）
、レーザーダイオード、赤外線などの、個々の発光素子からなり、１つ以上の皮膚状態の
治療と相関する特定の波長範囲内の光を放出する、一連の光発生源を備えている。
　前記内側反射シェルは、前記回路板上の光発生源のアレイ内の対応する位置に配置され
た発光素子と整列する孔又は開口部のアレイを有しており、光が内側反射シェルを通過し
てユーザの皮膚に向けられるように構成されている。フェイスマスクは両側部で通気され
る。好ましい実施形態によれば、このフェイスマスクは、前記ヘッドバンドの前面にある
旋回可能なダブテールヒンジ部材に取り外し可能に固定されており、特定の光線療法の皮
膚治療のために、異なるフェイスマスクを選択的に交換することができる。また、簡単に
、ユーザの顔に向かって又は顔から離れるように、前記フェイスマスクを調整できる。
【００１２】
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　前記事項を考慮して、本発明の主な目的は、様々な顔面皮膚状態の治療のための光線療
法を提供するための、光線療法装置を提供することである。この光線療法装置は、サイズ
を調整可能なヘッドバンドと、このヘッドバンドに、取り外し可能に取り付けられる１つ
以上の交換可能な発光フェイスマスクとを含んでいる。
【００１３】
　本発明のさらなる目的は、サイズを調節可能なヘッドバンドと、選択・交換可能な複数
の発光フェイスマスクとを含む光線療法装置を提供することである。それは、顔の皮膚の
様々な状態に応じた治療を行うために、様々な有益な波長の分布光を提供できるように、
前記光フェイスマスクを前記ヘッドバンドに容易に取り付け、取り外しができる。
【００１４】
　本発明のさらに他の目的は、顔の皮膚の様々な状態を治療するための光線療法装置を提
供することであり、この装置は、サイズを調節可能なヘッドバンドと、１つ以上の発光フ
ェイスマスクとを含んでおり、ユーザがこのヘッドバンドを着用している間に、この発光
フェイスマスクを、このユーザの顔に向かってあるいは顔から離れるように、その位置を
調整可能に構成されている。
【００１５】
　本発明のさらに別の目的は、様々な顔の皮膚の状態を治療するための光線療法装置を提
供することであり、この装置は、調節可能なサイズのヘッドバンドを含んでおり、このヘ
ッドバンドには、複数の発光式フェイスマスクのいずれかを取り外しかつ旋回可能な状態
で交換可能に取り付けられるように構成され、これら複数のフェイスマスクは、それぞれ
が１つ以上の特定の顔面皮膚状態の治療に適応するように構成されている。
【００１６】
　本発明のさらに他の目的は、サイズの調節可能なヘッドバンドを含む光線療法装置を提
供することにあり、このヘッドバンドは、その前面に設けられた回動可能なダブテール装
着部材を有し、これに、様々な種類の複数の発光フェイスマスクのいずれかを簡便に交換
可能に取り付けることができるものである。さらに、前記各フェイスマスクは、前記ヘッ
ドバンドに取り付けられたときに、旋回ダブテール部材を介してユーザの顔に向かって及
び顔から離れるように容易にその位置を調整できる。
【００１７】
　本発明のこれらの及び他の目的及び利点は、以下の詳細な説明及び添付図面を参照する
ことにより、より明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の、サイズを調節可能なヘッドバンドを示す斜視図であり、このヘッドバ
ンドの前面にはダブテールヒンジ部材がある。このダブテールヒンジ部材により、ヘッド
バンドに、異なる光線療法用の発光フェイスマスクを交換して取り付け、さらに、その位
置決めの調整を行うことができる。
【図２】前記ヘッドバンドのクッション素材の部分断面を示す、図１の一部を分離した斜
視図であり、さらに、前記ダブテールヒンジ部材のダブテール側ピボットとヒンジ結合す
るための、ヘッドバンド側のピボットを示している。
【図３】本発明の光線療法装置の内側の斜視図であり、前記ヘッドバンドの前記ダブテー
ルヒンジ部材に取り付けられた、交換可能な光線療法用の発光フェイスマスクを示してい
る。
【図４】前記ヘッドバンドのダブテールヒンジ部材の上方で分離された、前記交換可能な
光線療法用の発光フェイスマスクを示す、右側後部分から見た斜視図であり、ヘッドバン
ドに異なる光線療法用の発光フェイスマスクを交換して装着できること、及び、装着され
たこのフェイスマスクをユーザの顔に向かって及び顔から離れるようにその位置の調整が
できることを示している。
【図５】前記ヘッドバンドのダブテールヒンジ部材から、前記光線療法用の発光フェイス
マスクを分離している状態を示す、左側後方から見た斜視図である。
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【図６】本発明の他の実施形態の光線療法装置における、前記フェイスマスクの側部の通
気口と、回転可能なノブと、スロット構成とを備えたフェイスマスクの側面図であり、前
記フェイスマスクの前記ヘッドバンドに対する調整可能な取り付けを示している。
【図７】図６の光線療法装置の、左後方斜視図である。
【図８】図６の光線療法装置の、背面図である。
【図９】本発明の全ての実施形態における、フェイスマスクアセンブリの内側回路板部材
を示す前方斜視図であり、この内側回路板部材は、発光素子用の回路を保持している。
【図１０】本発明の全ての実施形態における、フェイスマスクアセンブリの多層プレート
を示す断面斜視図であり、この多層プレートには、外側シェル、内側反射シェル、及びそ
れらの間に挟まれた光伝送回路板が含まれている。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　本発明の本質をより完全に理解するために、添付の図面と共に、以下の詳細な説明を参
照されたい。なお、幾つかの図面を通して、同じ参照番号は同じ若しくは似た部分を示し
ている。
【００２０】
　図１～図５に、本発明の好ましい１つの実施形態に基づく、ウェアラブルハンズフリー
の光線療法装置１０が示されている。この光線治療装置１０は、１つのヘッドバンド２０
と、好ましい実施形態として、交換可能な複数のフェイスプレート４０とを含んでいる。
各フェイスプレート４０は、１つ又は複数の肌の状態、特に１つ又は複数の顔の皮膚の状
態に応じた治療と相関する、特定の波長範囲内の光を放射するように構成されている。
　例えば、炎症、皮膚の病変、又は潰瘍性潰瘍の治療には、波長が（６２８ｎｍ－６９４
ｎｍ）の範囲の赤色光が望ましく、顔の赤み、皮膚のしわの治療には、波長（５６８ｎｍ
－５９０ｎｍ）の範囲の黄色光が望ましく、にきびを扱う際には、波長（４０５ｎｍ－４
７６ｎｍ）の範囲の青色光が望ましい。さらに、顔のシミ、日焼けあるいは色素沈着過度
を扱う際には、波長（５１４ｎｍ－５４３ｎｍ）の範囲の緑色光が望ましく、また、コラ
ーゲンとエラスチンを生産するために皮膚を刺激する際には、波長（７００ｎｍ－１０９
０ｎｍ）の範囲の赤外線が望ましい。
【００２１】
　図１及び図２に示したように、ヘッドバンド２０は正面部分２２及び後部分２４を含ん
でいる、また、左右の可撓性ストラップ部材２５、２６は、正面部分２２から延びて後部
分２４と相互に接続される。正面部分及び後部分はそれぞれ、ユーザの頭部と係合するた
めに、特に、前頭部及び後頭部と同様に、額及びこめかみの領域にわたって、外側の硬質
プラスチックシェル２７及びその内側のクッション素材２８を含んでいる。
　図２は、ヘッドバンド２０の正面部分２２のクッション素材２８の断面を示しており、
これは頭部の前頭部及びこめかみ領域に係合する。可撓性ストラップ部材２５、２６は、
正面部分２２に固定され、後部分２４内の内側の溝付きチャネル２９内に延びて、ヘッド
バンドのサイズをユーザの頭に正しく適合するように調整できる。
【００２２】
　より具体的には、可撓性ストラップ部材２５、２６は、ヘッドバンド２０の後部分２４
の調整ノブ（調整部）３０の回転によって、スロット付きチャネル２９内に引き込み、又
はこのスロット付きチャネルから押し出すことができる。調整ノブ３０を一方向（例えば
、時計回り）に回転させると、左右の可撓性ストラップ部材２５、２６をヘッドバンドの
後部分の両側のスロット付きチャネル２９内へ引き込み、それによってヘッドバンド２０
の頭蓋周囲の長さを短くする。このようにして、ヘッドバンド２０は、ユーザの頭の周り
に適切にフィットするように締め付けられ得る。調整ノブ３０を反対方向（例えば、反時
計回り）に回転させると、左右の可撓性ストラップ部材２５、２６をヘッドバンドの後部
分の両側のスロット付きチャネル２９から押し出し、それによってヘッドバンド２０の頭
蓋周囲の長さを長く（拡大）する。これにより、ヘッドバンド２０のサイズを効果的に拡
大して、特定のユーザの頭のサイズに適切に合わせることができる。
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【００２３】
　図１～図５に示されるように、好ましい実施形態において、各フェイスプレート４０は
、異なるフェイスプレートとの交換を可能にするために、ヘッドバンド２０からそれぞれ
取り外し可能である。ヘッドバンド２０上で異なるフェイスプレート４０の容易かつ迅速
な取り外し及び交換を可能にするために、ヘッドバンドはヘッドバンドの正面部分２２に
、旋回するダブテールヒンジ部材５０が取り付けられている。
　図１及び図２に示したように、このダブテールヒンジ部材５０は、ダブテールヒンジ装
着部材５２と、ヘッドバンドの前面にあるヘッドバンド側ピボット５６と旋回可能に結合
されたダブテール側ピボット５４とを含んでいる。ダブテール側ピボット５４とヘッドバ
ンド側ピボット５６との両方を、トルクヒンジ５８が貫通して嵌合し、ダブテール側ピボ
ットをヘッドバンド側ピボットに枢着している。これにより、ダブテールヒンジ部材５０
は、ヘッドバンド２０、特にヘッドバンド２０の正面部分２２に対して、ある範囲で旋回
可能になっている。各フェイスプレート４０は、フェイスプレートの上部の内面側にダブ
テールスロット６０を有しており、その中にダブテールヒンジ装着部材５２がフィットし
て装着される。
【００２４】
　図３～図５に示したように、ダブテールヒンジ装着部材５２は、フェイスプレート４０
のダブテールスロット６０の底部を通して受け入れられる。フェイスプレート４０をヘッ
ドバンド２０に取り付けるために、フェイスプレートのダブテールスロット６０をダブテ
ールヒンジ部材５０の上に位置決めし、次にダブテールヒンジ装着部材５２の上まで下げ
る。ダブテールヒンジ装着部材５２は、ダブテールヒンジ部材５０とフェイスプレート４
０の両方の対応する1組の磁石６２、６４が互いに係合して磁気的に結合するまで、ダブ
テールスロット６０内に摺動可能に受け入れられ、それによってフェイスプレート４０を
ヘッドバンド２０に固定する。
【００２５】
　フェイスプレート４０が、ヘッドバンドに適切に固定、装着された場合、ユーザの頭部
に光線療法装置１０が装着されている間に、このユーザがフェイスプレートの下端又は側
端を掴み、フェイスプレートをそのユーザの顔に向かって又は遠ざかるように押すことだ
けで、そのユーザの顔に向かってあるいは遠ざかるように旋回させながら、フェイスプレ
ートの位置を調整できる。
　ダブテールヒンジ部材５０の旋回作用は、光要素から発せられる光の特定の波長、及び
治療されている特定の皮膚の状態、ならびにユーザの顔の形状に応じて、フェイスプレー
ト４０の発光素子とユーザの顔面皮膚との間の距離を所望の値にするために、ユーザの顔
面に向かうあるいは遠ざかるように、フェイスプレート４０の旋回運動を可能にする。
【００２６】
　図６～図８を参照して、本発明の他の実施形態の光線治療装置１００を説明する。特に
この実施形態では、フェイスプレート１４０は、図６に示したように、ヘッドバンド１２
０の、ユーザの頭の両側のこめかみ領域付近に調整可能に支持されている。具体的には、
フェイスプレート１４０は、フェイスプレートの両側において、ヘッドバンド１２０に旋
回可能に支持され、これにより、フェイスプレートをユーザの顔に向かってあるいは遠ざ
かるように旋回させることができる。
【００２７】
　さらに、フェイスプレート１４０の片側のスロット１４２は、ヘッドバンド１２０に対
するフェイスプレートのスライド調整を可能にし、それによってフェイスプレートを、ユ
ーザの顔に対してより遠く又はより近くに、位置決めすることができる。ピボットピン１
４６に接続された調整ノブ１４４は、締め付けることにより、フェイスプレート１４０を
ヘッドバンド１２０及びユーザの顔に対して固定位置に固定するように構成されている。
具体的には、フェイスプレートの片側のノブ１４４は、ヘッドバンドからフェイスプレー
トのスロット１４２を通って延びるピボットピン１４６と係合している。
　ノブ１４４を一方向（例えば、反時計回り）に回転させると、ノブを緩めてフェイスプ
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レートのスロット領域とヘッドバンドとの間の圧力を解放し、それによってヘッドバンド
に対するフェイスプレートの外側方向又は内側方向への移動を調整可能にしている。ノブ
１４４を緩めると、さらに、フェイスプレート１４０の旋回調整が可能になる。
ノブ１４４を他の方向（例えば、時計回り）に回転させると、フェイスプレート１４０を
ヘッドバンド１２０に対して締め付け、それによってフェイスプレートをヘッドバンド及
びユーザの顔に対して調整された位置に固定するのに役立つ。
【００２８】
　前記した図１～図５の実施形態と同様に、ヘッドバンド１２０は、ヘッドバンドの柔軟
な左右のストラップ１２５、１２６を受け入れるためのスロット付きチャネル１２９を有
する、後部分１２４を備えている。前記した図１～図５の実施形態と同様に、ヘッドバン
ド１２０の後部分１２４の調整ノブ１３０を回転させることにより、ユーザの頭上におい
てヘッドバンドを締めたり緩めたりすることができる。
【００２９】
　図１～図１０の各実施形態において、光線療法装置１０、１００の各フェイスプレート
４０、１４０は、通気口２１０を備えている。この通気口は、ユーザがフェイスマスクの
外部から換気された空気を吸い込み、ユーザが息を吐き出すときにユーザの息を排出する
ことを可能にすると共に、ユーザが頭に装着して使用している時の過剰な熱を逃がすこと
も可能にしている。幾つかの図面にあるように、各フェイスプレート４０、１４０は、フ
ェイスプレートの底部（すなわち、ユーザの顎の近く）と同様に、各側面（すなわち、フ
ェイスプレートの左側及び右側）に通気口２１０を含んでいることが好ましい。
【００３０】
　本発明の様々な実施形態における各フェイスプレート４０、１４０はさらに、硬質プラ
スチック又は他の適切な材料で形成された外側シェル２２０と、光線療法の皮膚の治療中
に光線治療装置１０、１００が使用されるときに、ユーザの頭に正しく装着されユーザの
顔と直接対向する関係で位置決めされる内側反射シェル２３０とを含んでいる。
　本発明の幾つかの実施形態のフェイスプレート４０、１４０は、さらに、図１０に示し
たように、外側シェル２２０と内側反射シェル２３０との間に挟まれた回路板２４０を含
んでいる。
【００３１】
　図９に、回路板２４０の一例が示されている。この回路板には、発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）、レーザーダイオード、又は特定の波長範囲内の光を放射する赤外光などの発光素子
２５０のアレイが含まれている。電力は、回路板２４０内の導体２５２を介して各発光素
子２５０に供給される。この電力は、フェイスプレートに接続されかつ別個の電源から延
びる電源コード２６０を介して供給してもよい。図３～図５に、電源コード２６０の一例
が示されている。あるいは、バッテリー電源あるいは他の蓄電源が、光線治療装置に搭載
されていてもよい。
【００３２】
　図３～図５及び図７、図８及び図１０に示したように、内側反射シェル２３０には、回
路板２４０上に対応して配置された個々の発光素子２５０と直接位置合わせするようにし
て配置された、孔又は開口２３２の配列が設けられている。これにより、光線治療装置の
使用中に、発光素子から発せられた光が反射シェルの孔を通ってユーザの顔面皮膚に向か
って通過する。反射シェル２３０は、光をユーザの顔に向かって反射するように特別に構
成された、ユーザの顔と直接対向する関係にある露出面を有する。これにより、元々発光
素子２５０からユーザの顔面に向けられ、その後ユーザの顔面で反射した光を、再度、ユ
ーザの顔面に向け直すことができ、光線療法の皮膚治療の過程でユーザの顔面皮膚への集
光が強化される。 
【００３３】
　本発明の光線治療装置について、幾つかの好ましく実際的な実施形態について述べた。
均等論のもとで解釈される以下の特許請求の範囲に定義される発明の趣旨及び範囲内にお
いて、本開示からの変更は制限されるべきでものではない。
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【符号の説明】
【００３４】
１０　　光線治療装置
２０　　ヘッドバンド
２２　　ヘッドバンドの正面部分
２４　　ヘッドバンドの後部分　
２５　　可撓性ストラップ部材
２６　　可撓性ストラップ部材
２７　　硬質プラスチックシェル
２８　　クッション素材
２９　　溝付きチャネル
３０　　調整ノブ　
４０　　フェイスプレート
５０　　ダブテールヒンジ部材
５２　　ダブテールヒンジ装着部材
５４　　ダブテール側ピボット
５６　　ヘッドバンド側ピボット
５８　　トルクヒンジ
６０　　ダブテールスロット
６２、６４　　磁石
１００　　光線治療装置
１２０　　ヘッドバンド
１３０　　調整ノブ
１４０　　フェイスプレート
１４２　　スロット
１４４　　ノブ
１４６　　ピボットピン
２１０　　通気口
２２０　　外側シェル
２３０　　内側反射シェル
２３２　　孔又は開口
２４０　　回路板
２５０　　発光素子
２５２　　導体
２６０　　電源コード
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